
◎会長報告－鈴木雅之会長
　皆さん、今日は。今週月曜日の出来事ですが皆さ

んもニュース等でご覧になっていらっしゃると思い

ます。私の事業所が小名浜にありまして午後 3時位

に急に窓ガラスが 2回程揺れました。地響きも何も

無くいきなりの揺れでしたので直下型の地震かと不

安に感じた所、小名浜地区で爆発があったのではと

噂になりました。昨日多くの方から小名浜で爆発が

あったんだって、どこで爆発したのという話を沢山

戴きました。原因をお知りの方がいらっしゃいまし

たら教えて戴きたいと思います。まず、本日のゲス

トのご紹介を致します。本日卓話を頂戴する昌平黌

理事長の緑川浩司様です。後程ＳＡＡよりご紹介が

あると思います。宜しくお願い致します。続きまし

てガバナー補佐公式訪問ということで中田博道ガバ

ナー補佐と高橋分区幹事がお見えになっております。

後程ご挨拶を頂戴したいと思います。続いて会長報

告ですが 2月 15 日㈪にクラブ内の 3年未満新入会員

セミナーをホテルミドリにおいて 18 時 30 分より行

いたいと思います。セミナーと言っておりますが堅

苦しい話では無く食事をしながらざっくばらんにい

ろいろ語り合いたいと思いますので多くの方のご参

加をお願い申し上げます。続いて 2月 19 日にはいわ

き分区の新入会員セミナーがワシントンホテルにて
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行われます。それから 2 月 17 日㈬ですが昨年クリ

スマス例会時のバザーでご協力を戴きました売上金

38,800 円をなこそ授産所の高村理事長へ寄付をした

いと思います。最後に中田ガバナー補佐より 1冊の

本を頂戴致しました。皆様に回覧致しますのでお読

み下さい。

◎幹事報告－斉藤　隆幹事
・ガバナー事務所より 2016 年－ 2017 年地区補助金申

請の〆切りのご案内ということで只今回覧中です。

・いわき小名浜ロータリークラブ、いわき平ロータリ

クラブから週報が届きましたので回覧中です。

・いわき平ロータリークラブ、いわき平中央ロータ

リークラブから 2月のプログラムが届きましたので

回覧中です。

・2月 28 日㈰に行われるＩＭのご案内とプログラム

を参加される方のテーブルの上に置いてあります。

◎各委員会報告
◇出席委員会－鈴村小委員長
　本日の

出席状況

は下記の

通りです。

なお、本

日は出席

　　　　いわき勿来ロータリー・クラブ

ロータリーの行動規範
越田和　俶充 会員

ロータリーソング　我等の生業
－今月は平和と紛争予防／紛争解決月間です－

奨励賞を差し上げたいと思います。名前を呼びます

ので前の方へどうぞ清水信弘会員、斉藤幹事おめで

とうございます。

◇スマイルボックス委員会－林小委員長
・第3回目となるクラブ訪問です。宜しくお願いします。

　　　 いわき分区ガバナー補佐　中田博道 様

・いわき分区ガバナー補佐中田博道様、いわき分区幹

事高橋孝光様の来訪を歓迎して。山下、嵐、添田、

越田和、鈴村、関川、矢代、髙萩、大平、林、鈴木（孝）、

金成各会員及び渡邉公平パストガバナー、鈴木雅之

会長、佐藤政司副会長、冨澤会長エレクト、岩元副

幹事

・緑川理事長様の講演を拝聴しに参りました。

渡邉公平パストガバナー令夫人様より

・学校法人昌平黌理事長緑川浩司様の卓話を歓迎して。

荒川（義）、内藤、押田、富岡、木幡、鈴木（泰）、

髙木、渡邉（國）、高橋、後藤、吉野、小熊、鈴木（修）、

荒川（清）、浜津、赤津（善）、櫛田各会員及び渡邉

公平パストガバナー、鈴木雅之会長、斉藤幹事

・2月 6 日磐城農業高校同窓会菊田支部第 22 回新年

会に多数のご参加ありがとうございました。

赤津善宣会員

・出席奨励賞ありがとうございました。

清水会員、斉藤幹事

・前回休んでごめんなさい。　  越田和、橋本各会員

◎ガバナー補佐挨拶
　いわき分区ガバナー補佐

中田　博道 様
　皆さん、今日は。3 回目の訪問

でございます。今日は、緑川先生

のお話を聞けるということで楽し

みに参りました。それと報告ですが昨日いわき内郷

ロータリークラブさんを訪問させて戴きました。そ

の時新世代会議というものがありその新世代会議と

いうのは内郷一中、二中、三中の各中学校より 2名

が出席し「自分の夢」というテーマについて作文を

発表する機会でございました。これはいわき内郷ロー

タリークラブさんが 15 年続けているそうです。そこ

で私は 6名の生徒さんの作文を聞かせて戴きました。

やはり震災を経験しておりますので震災を機に自分

は建築士になりたい、そして安心安全な家造り、内

郷という自分を支えてくれた町造りに貢献したいと

いうお話や農産物の風評被害を払拭する食物を作る

技術士になり福島県の復興に寄与したいという作文

等を発表しました。とても中学 2年生が書いた文章

とは思えませんでした。この若い世代の為に我々ロー

タリアンは何が出来るのか。私達の知恵や郷土愛と

いったもの全てを含め彼らへギフトすることが私達

ロータリアンの使命なのではないか。それがここに

も掲げられております「世界のプレゼントになろう」

というテーマの意味であると思い帰って来ました。

今日は緑川先生のお話をお聞きしてあるべき姿を再

確認したいと思います。

◎外部卓話　　　学校法人　昌平黌
理事長　緑川　浩司 様

　皆さん、今日は。本日はお招き

戴きありがとうございます。しか

し、30 分で平和の話というテーマ

を聞いてびっくり致しました。何

故当大学が留学生を積極的に受け入れたかというと

東北だと一番は東北大で現在約 1,000 名の留学生が

おり国策で受け入れております。私学では当大学が

2 番目で 280 名、3 番目が青森学院大学で 50 名位で

クリスチャン系の学生を世界から受け入れています。

当大学ではアジアを中心に受け入れています。いろ

いろ考えて参りましたがロータリーのホームページ

を見ましたらでていましたが現代社会が今必要とし

ているのは倫理的誠実さである。これが平和の原点

であると思いました。我々は誠実の中に倫理も全て

含めます。徳の本質は誠実さで西洋と東洋が合体し

たものです。仏教でいう慈悲に通じる言葉だと思い

ます。まさに平和を考えた場合にはこの倫理的誠実

さを実践し極めて行くには、ロータリーの場で経験

しないと倫理的実践は身につかない。そういう意味

でこの言葉は我々の精神である孔子の教えである仁

に通じるものです。この精神がある為にこの小さな

1,000 名足らずの大学で 280 名の留学生を受け入れて

おります。倫理的誠実さをネットワークをもって人

間の信頼関係を築いて行くことが大事だと思います。

その他中国人留学生、韓国人留学生、ミャンマー人

留学生等の貴重なお話をお聞きすることが出来まし

た。


